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広場の像には王侯・将軍が多い中で、スロヴェニアの

首都リュブリャナに詩人プレシェーレンの像があるのは、

スロヴェニアの穏やかな歴史の証であると思います。同じ

オーストリアの支配下にあったハンガリーやチェコと違い、

スロヴェニア人の統一国家はなく、19世紀半ばまでスロ

ヴェニア人の民族意識は曖昧でした。また、旧ユーゴか

らの独立戦争もたった10日で終わりました。そのため、ナ

ポレオン戦争や両大戦を除いて大きな戦乱・蜂起はあり

ませんでした。また、スロヴェニアの雄大な自然もその歴

史と穏やかな「お国柄」を象徴していると思います。

フランツェ・プレシェーレンは、19世紀前半の詩人で、

近代スロヴェニア語の父と呼ばれています。代表作『祝

杯（Zdravljica）』の一節は、20世紀初頭にスタンコ・プレ

ムルルが曲をつけ、1989年にスロヴェニアの国歌にも

なっています。また、彼が亡くなった2月8日は、「プレ

シェーレンの日」として祝日となっています。

スロヴェニアの2ユーロ硬貨。プレシェーレンの肖像と、

代表作『祝杯（Zdravljica）』の一節が記されている。

［出典：欧州中央銀行］

代表作の一つで、祖国のスロヴェニアへの愛を綴った『ソネットの花環（Sonetni venec）』の末尾に、各ソ

ネットの第一行を並べてもう一つのソネットを作っていますが、その各行の頭文字は「PRIMICOVIJULJI（ユリ

ア・プリミッツに捧ぐ）」と折句になっています 。ユリアとはプレシェーレンの叶わぬ恋の相手で、首都リュブ

リャナのプレシェーレン広場にあるプレシェーレンの像は、ユリアのレリーフを向いています。

プレシェーレンとユリア
～リュブリャナの恋～

プレシェーレン～近代スロヴェニア語の父～
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スロヴェニアには、ポストイナ鍾乳洞・ブレッド湖・ボーヒン湖

をはじめ、雄大な自然があります。また、石灰質の地形「カ

ルスト」という名もスロヴェニアのカルスト地方からきています。

この本で、皆さんにも馴染みのないスロヴェニアにより親近

感が湧くでしょう。
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首都リュブリャナのプレシェーレン

広場にあるプレシェーレンの像（写

真右）と、その視線の先にあるユリ

アのレリーフ（写真左）。

［著者撮影］


